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（H19．1．1現在）         

   世帯数 20,806世帯     1 
    人  口    48,876 人 
      男         22,671 人 
      女     26,205 人 

奄美市の人口･世帯数 
（推  計）

～自然・ひと・文化が共につくるきょらの郷
しま

～

 

◆税申告日程、産業支援フォーラム、年金他……2 面

◆財政バランスシート、農地情報提供………3 面

◆ふるさとを興す女性大会、公民館事業他……4 面

◆紬伝習生募集、自然の家事業、防犯防災他……5 面

◆農業委員選挙、飼犬マナー、省エネ他…………6 面

◆国保保険証、タラソ利用者、高校入試他……7 面

◆メタボリック、栄養教室、リサイクル他……8 面

◆健診日程、戸籍、文化センター、お便り他…9 面

◆キカイガシマシンポ、名瀬支所から他…………10 面

◆笠利支所から………………………………11 面

◆まちの話題…………………………………12 面

今 月 の ペ ー ジ

ヒカンザクラの花 

□
県
知
事
表
彰 

10
年
勤
続
（
5
名
） 

住
用
第
１
分
団
団
員 

吉
田
一
也 

笠
利
宇
宿
分
団
団
員 

川
畑
幸
喜 

笠
利
赤
木
名
分
団
団
員 

島
袋
秀
吉 

笠
利
宇
宿
分
団
団
員 

野
崎
清
志 

笠
利
手
花
部
分
団
団
員 

原
永
秀
悌 

□
県
消
防
協
会
長
表
彰 

功
績
章
（
7
名
） 

住
用
方
面
隊
長
団
長 

師
玉
武
和 

笠
利
節
田
分
団
分
団
長 

泉 

智
宜 

笠
利
屋
仁
分
団
副
分
団
長 

手
島
文
和

住
用
第
３
分
団
副
分
団
長 

東 

幸
治

住
用
第
３
分
団
副
分
団
長 

牧 

光
和

笠
利
宇
宿
分
団
班
長 

松
田
保
佐
美 

笠
利
笠
利
分
団
団
員 

藤
川
常
久 

精
績
章
（
15
名
） 

住
用
第
１
分
団
分
団
長 

中
山
貞
義 

住
用
第
１
分
団
副
分
団
長 

林 

昭
浩

笠
利
佐
仁
分
団
部
長 

安
田
博
寿 

笠
利
喜
瀬
分
団
班
長 

里
友
一
郎 

笠
利
笠
利
分
団
班
長 

日
高
実
義 

笠
利
節
田
分
団
班
長 

西
田
昭
仁 

笠
利
笠
利
分
団
団
員 

豊
田
弘
文 

笠
利
赤
木
名
分
団
団
員 

友
野
忠
義 

笠
利
宇
宿
分
団
団
員 

泉 

広
喜 

笠
利
笠
利
分
団
団
員 

有
川
重
輝 

笠
利
笠
利
分
団
団
員 

坂
元 

勉 

住
用
第
３
分
団
団
員 

川
渡
博
之 

住
用
第
３
分
団
団
員 

渡 

利
明 

住
用
第
１
分
団
団
員 

山
元
幸
博 

住
用
第
３
分
団
団
員 

與
島
則
久 

□
消
防
協
会
大
島
支
部
長
表
彰 

功
績
章
（
2
名
） 

名
瀬
伊
津
部
分
団
団
員 

中
原
政
廣 

名
瀬
伊
津
部
分
団
団
員 

松
田
俊
仁 

15
年
勤
続
章
（
11
名
） 

名
瀬
長
浜
分
団
副
分
団
長 

才
原 

勇

住
用
第
１
分
団
分
団
長 

中
山
貞
義 

笠
利
佐
仁
分
団
部
長 

安
田
博
寿 

名
瀬
金
久
分
団
部
長 

美
島
和
文 

住
用
第
１
分
団
部
長 

師
玉
鉄
文 

名
瀬
古
見
方
分
団
班
長 

藤
井
利
則 

住
用
第
１
分
団
団
員 

山
元
幸
博 

名
瀬
下
方
分
団
団
員 

野
田
和
英 

笠
利
節
田
分
団
団
員 

栄 

完
治 

住
用
第
３
分
団
団
員 

與
島
則
久 

名
瀬
下
方
分
団
団
員 

里
富
男 

□
奄
美
市
長
表
彰 

30
年
勤
続
章
（
6
名
） 

笠
利
方
面
隊
長
副
団
長 

川
畑
勝
廣 

特
別
分
団
分
団
長 

押
川
秀
光 

名
瀬
伊
津
部
分
団
分
団
長 

加
納
靖
士

名
瀬
伊
津
部
分
団
副
分
団
長 

加
納
丈
士 

特
別
分
団
部
長 

加
納
元
信 

名
瀬
上
方
分
団
班
長 

盛
東
洋
男 

25
年
家
族
（
4
名
） 

笠
利
宇
宿
分
団
分
団
長 

大
瀬
昭
信 

住
用
第
２
分
団
副
分
団
長 

川
井
喜
仁 

名
瀬
上
方
分
団
班
長 

森
田
広
光 

名
瀬
下
方
分
団
班
長 

大
海
洋
靖 

20
年
勤
続
章
（
4
名
） 

名
瀬
古
見
方
分
団
班
長 

米
田
利
教 

笠
利
赤
木
名
分
団
班
長 

重
井
光
明 

名
瀬
伊
津
部
分
団
団
員 

森 

博 

笠
利
赤
木
名
分
団
団
員 

仲
里 

勲 

□
奄
美
市
消
防
団
長
表
彰 

10
年
勤
続
章
（
21
名
） 

名
瀬
古
見
方
分
団
副
分
団
長 

納
政
義 

住
用
第
１
分
団
班
長 

吉
田
一
也 

名
瀬
金
久
分
団
班
長 

宮
島
慎
吾 

名
瀬
下
方
分
団
班
長 

岡
山
俊
彦 

名
瀬
長
浜
分
団
班
長 

徳
洋
一
郎 

住
用
第
２
分
団
班
長 

田
中
正
宣 

住
用
第
３
分
団
班
長 

田
川 

修 

名
瀬
上
方
分
団
団
員 

井
口
蔵
治 

名
瀬
古
見
方
分
団
団
員 

可 

寅
一 

名
瀬
古
見
方
分
団
団
員 

前
崎
庫
敬 

名
瀬
金
久
分
団
団
員 

三
津
井
祥
太
郎 

住
用
第
１
分
団
団
員 

重
村
秀
治 

特
別
分
団
団
員 

葛
ヒ
ロ
ノ 

特
別
分
団
団
員 

納 

利
子 

名
瀬
上
方
分
団
団
員 

白
久
忠
宏 

笠
利
手
花
部
分
団
団
員 

若
林
茂
樹 

特
別
分
団
団
員 

池
田
政
幸 

住
用
第
３
分
団
団
員 

元 

好
文 

笠
利
笠
利
分
団
団
員 

植
田
達
文 

名
瀬
下
方
分
団
団
員 

西
田
和
仁 

住
用
第
２
分
団
団
員 

小
野
浩
一 

優
良
団
員
表
彰
（
11
名
） 

名
瀬
金
久
分
団
班
長 

有
馬
公
徳 

名
瀬
古
見
方
分
団
団
員 

小
松
隆
之 

特
別
分
団
団
員 

朝
木
須
美
子 

特
別
分
団
団
員 

荒
田
智
恵
美 

名
瀬
伊
津
部
分
団
団
員 

岩
崎 

正 

名
瀬
古
見
方
分
団
団
員 

藤
井 

悟 

名
瀬
下
方
分
団
団
員 

村
中
大
輔 

笠
利
屋
仁
分
団
団
員 

平
島
祐
樹 

名
瀬
古
見
方
分
団
団
員 

城
山
俊
郎 

名
瀬
古
見
方
分
団
団
員 

田
崎
克
己 

住
用
第
１
分
団
団
員 

政 

重 

※
階
級
に
つ
い
て
は
，
具
申
時
の
階
級

で
す
。 

  

奄
美
市
初
と
な
る
消
防
出
初
式
が
、
一
月
六
日
（
土
）
伊
津
部
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

奄
美
市
の
消
防
団
は
、
団
員
定
数
四
百
五
十
二
名
、
名
瀬
西
部
、
名
瀬
東
部
、
住
用
、
笠
利
の
、

四
方
面
隊
、
十
九
分
団
で
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
消
防
・
防
災
活
動
に
従
事
す

る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
初
式
に
は
四
方
面
隊
か
ら
二
百
六
十
名
の
消
防
団
員
が
参
加
し
ま

し
た
。 

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
始
ま
っ
た
式
典
は
、
特
別
点
検
、
表
彰
、
分
列
行
進
、
放
水
訓
練
と
続
き
、

最
後
は
紅
白
の
餅
が
見
物
の
皆
さ
ん
に
ま
か
れ
て
終
了
し
ま
し
た
。 

平
田
市
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
災
害
が
複
雑
・
多
様
化
、
大
規
模
化
す
る
中
、
消
防
団
員
に

対
す
る
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
」
と
団
員
の
皆
さ
ん
を
激
励
、
参
加
者
全
員
で
防

災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

放水訓練の様子 



 
 

農業委員会委員選挙人名簿の 
縦覧期間について(お知らせ) 

選挙人名簿の正確を期するため、下記のとおり奄美市農業委員会委員選挙人名

簿を縦覧に供します。 
1.期間：平成 19 年 2月 23 日（金）～平成 19年 3 月 9日（金） 

（毎日午前 8時 30 分から午後 5時 15 分まで） 

2.場所：奄美市選挙管理委員会事務局（市役所別館 1階） 

3.問い合わせ先：奄美市選挙管理委員会 TEL:52-1111（内線 710～712）

確定申告をされる方へ 
国民年金保険料控除証明書が必要です 

確定申告の際には、国民年金保険料控除証明書が必要となります。 

生命保険会社等が発行する控除証明書と同様に、国民年金保険料の控除証明書を平成 18

年 11 月上旬（※または平成 19 年 2月上旬）に送付します。 

控除証明書は、平成 18 年中に納付していただいた国民年金保険料の納付額を証明する書

類です。 

平成 17 年から、年末調整・確定申告の際に、国民年金保険料について社会保険料控除の

適用を受ける場合に、納付したことを証明する書類を申告書に添付することが義務付けられ

ましたので、申告の際には、この控除証明書をご活用ください。 

※平成 19 年 2 月の送付分は、平成 18 年中に初めて保険料を納付していただいた日が、平成

18 年 10 月 3 日から 12 月 31 日までの間であった方に送付します。 

お問合せ：奄美大島社会保険事務所（電話 52－4341）

奄美市だより 平成 19年 2月号                                             (2) 

【名瀬地区】 

受付日 受付時間 受付対象地域 受付会場 

9:30～11:30 浦上町、浦上、朝日町 浦上公民館 

13:30～14:30 芦花部、有良 各集会場 16(金) 

15:00～16:30 鳩浜町 集会場 

9:30～11:30 有屋町、有屋、和光町 有屋公民館 

仲勝町、仲勝 仲勝公民館 19(月) 
13:30～16:30 

大熊 公民館 

崎原 集会場 
9:30～11:30 

小湊 小湊僻地保健福祉会館 

13:30～14:30 名瀬勝、西仲勝、前勝 各集会場 
20(火) 

15:00～16:30 伊津部勝、朝戸、西田 各集会場 

9:30～11:30 根瀬部、知名瀬、里 各集会場 
21(水) 

13:30～16:30 浜里町、平松町 各公営住宅集会場 

朝仁、朝仁町 児童館 
9:30～11:30 

小宿 公民館 22(木) 

13:30～16:30 朝仁新町 集会場 

伊津部地区分館 
9:30～11:30 小浜町 

唐浜集会場 23(金) 

13:30～16:30 長浜町 集会場（南日本放送向い） 

9:30～11:30 佐大熊町（上） 集会場 
26(月) 

13:30～16:30 佐大熊町（下） 公営住宅集会場 

9:30～11:30 真名津町 市営住宅集会場（名瀬中学校裏）

生産住宅集会場（西歯科向い）27(火) 
13:30～16:30 平田町 

平田集会場（浄水場下）
市営田雲団地集会場 

9:30～11:30 春日町 
春日集会場（ストアノブ向い）

２
月 

28(水) 

13:30～16:30 古田町 四谷地区分館 

1(木) 9:00～16:00 入舟町 

2(金) 9:00～16:00 金久町、末広町 

5(月) 9:00～16:00 矢之脇町、石橋町 

6(火) 9:00～16:00 塩浜町、久里町 

7(水) 9:00～16:00 幸町、柳町 

8(木) 9:00～16:00 永田町、小俣町 

9(金) 9:00～16:00 港町、安勝町 

12(月) 9:00～16:00 伊津部町 

13(火) 9:00～16:00 井根町 

14(水) 9:00～16:00  

３
月 

15(木) 9:00～16:00  

名瀬公民館（本庁舎隣り） 
 

午前９時から午後４時まで
申告を受け付けます（12:00～
13:00 の間を除く）。 
また土・日は除きます。あら
かじめご了承ください。 

【住用町地区】 
受付日 受付時間 受付対象地域 受付会場 

9:30～10:20 和瀬 公民館 

10:30～11:30 城 公民館 

11:40～12:00 摺勝 コミュニティセンター 

13:30～14:30 川内 生活館 

14:40～15:00 東仲間 公民館 

19(月) 

15:10～16:30 見里 公民館 

9:00～10:30 西仲間 公民館 

10:40～11:30 石原 公民館 

13:30～14:30 上役勝 公民館 

14:40～15:00 中役勝 区長宅 

20(火) 

15:10～16:00 下役勝 公民館 

9:30～11:00 市 公民館 

11:20～11:45 戸玉 公民館 

２
月 

21(水) 

13:30～15:30 山間 公民館 

３月
1(木)～ 
15(木) 

9:00～16:00 全地域 
市民福祉課税務係 
（土・日除く） 

 

【笠利町地区】 
受付日 受付時間 受付対象地域 受付会場 

9:30～11:00 喜瀬三区 公民館 
16(金) 

13:30～15:00 喜瀬一区 公民館 

9:30～11:00 喜瀬二区 集会場 
19(月) 

13:30～15:00 用安 へき地保健福祉館（公民館） 

9:30～11:00 城間 生活館 
20(火) 

13:30～15:00 万屋 生活館 

用 公民館 
9:30～11:00 

笠利一区 へき地保健福祉館（公民館） 

笠利二区 大笠利文化センター 
21(水) 

13:30～15:30
笠利三区 公民館 

9:30～11:00 手花部 へき地保健福祉館（公民館） 

9:30～10:30 前肥田 コミュニティセンター 

10:40～11:30 打田原 集会場 

13:30～15:00 里 学舎 

22(木) 

13:30～15:00 中金久 学舎 

9:30～11:00 佐仁１区、佐仁２区 へき地保健福祉館（公民館） 
23(金) 

13:30～15:00 外金久 生活館 

辺留 公民館 
9:30～11:00 

崎原 公民館 

須野 生活館 
13:30～15:00

屋仁 地区振興センター 

26(月) 

15:10～16:00 川上 公民館 

9:30～11:00 宇宿 生活館 
27(火) 

13:30～15:30 節田 生活館 

土盛 へき地保健福祉館（公民館） 
9:30～11:00 

和野 生活館 

平 公民館 

２
月 

28(水) 

13:30～15:00
土浜 公民館 

３月
1(木)～ 
15(木) 

9:00～16:00 全地域 
市民課税務係 
（土・日除く） 

 

混雑を避けるため各地区ごとに申告受付日を設けております。 
表の申告日程をご参照の上、申告されてください。 
ご自分で記入し、郵送していただいても受付けます。 
※注意  
①税務署から確定申告書が配布された方は、税務署で申告を済まされま
すようお願いいたします。    
②期間中は本庁税務課内での申告は受け付けておりませんので、受付会
場の方へ来られますようご協力お願いいたします。 

※お住まいの地区の申告受付日に都合のつかない方は、上記の日程で都合の良い日に 申告されてください。 
お問合せ先：名瀬総合支所税務課（52－1111）、住用総合支所市民福祉課（69－2111）、笠利総合支所市民課（63－1111） 

平成 19 年度市県民税及び国民健康保険税申告受付日程表 

奄美群島環境･リサイクル産業クラスター構築事業 
産業支援フォーラム 

当フォーラムでは、奄美群島における地域の素材(黒糖焼酎粕、
大島紬精練廃液、くず絹糸)の有効利用に関する技術を発表し、
地域における新たな連携の構築、新規需要を創出することに寄与
できればと思います。 

なお、技術相談も受け付けますので、多数ご来場いただきます
ようご案内申し上げます。 

■日 程：2月 2日（金）13：30～18：00 

■場 所：奄美観光ホテル４階  

■発表者：木田建次（熊本大学工学部） 

幡手泰雄（鹿児島大学工学部） 

家藤治幸（(独)酒類総合研究所） 

長谷川潤一（（社）食品需給研究センター） 

江端一成（(社)食品需給研究センター） 

竹野大志（長崎県衛生公害研究所） 

山下宜良（鹿児島県大島紬技術指導センター） 

原 暁穂（（株）アマミファッション研究所） 

■内 容：黒糖焼酎粕の高度利用に関する技術紹介 

大島紬精練廃液 

くず絹糸の高度利用に関する技術 

商品紹介 

【お問い合わせ・お申し込み先】 

奄美産業クラスター運営推進委員会 

事務局 奄美市商工水産課 電話 0997－52－1111（421） 



 

バランスシートの構造 
負 債 

地方債、退職給

与引当金など 

資 産 
土地、建物、現金、

基金など 
 
将来の世代に残る

財産など 
正味資産 

国庫･県支出金、

一般財源など 

 (3)                                             奄美市だより 平成 19年 2月号 

借  方 貸  方 
資産の部（市が保有している資産） 負債の部（将来返済しなければならない債務）

１．有形固定資産 
(1)総務費          22 億 4,446 万円 
（庁舎，振興会館など） 
(2)民生費          10 億 5,121 万円 
（保育所，福祉施設など） 
(3)衛生費           2 億 4,507 万円 
（ゴミ処理施設，診療所など） 
(4)労働費                  63万円 
(5)農林水産業費   165 億 4,905 万円 
（農道，漁港など） 
(6)商工費          39 億 6,568 万円 
（観光施設など） 
(7)土木費         502 億 7,336 万円 
（道路，港湾，住宅など） 
(8)消防費           2 億 2,521 万円 
（消防施設，消防車など） 
(9)教育費         265 億 5,119 万円 
（学校施設，運動公園など） 
(10)その他          1 億 1,838 万円 
 
有形固定資産合計1,012億2,424万円 
（うち土地分）     （90 億 60 万円） 

 
2.0% 

 
1.0% 

 
0.2% 

 
0.0% 
15.0% 

 
3.6% 

 
45.6% 

 
0.2% 

 
24.1% 

 
0.1% 

 
91.8% 
 

１．固定負債（１年を超えて返済する額）
(1)地方債            350 億 6,685 万円
（国や銀行から借入している額） 
(2)債務負担行為                  0 円
（将来支払う義務があるもの） 
①物件の購入など               0 円
②債務保証又は損失補償 0円 
(3)退職給与引当金     44 億 5,667 万円
（市職員が仮に全員退職した場合の退職
金） 
固定負債合計         395 億 2,352 万円
 
 
 
 ※ 普通会計のみの負債です。 
  水道事業会計・下水道事業会計等そ
の他特別会計の負債は含まれておりま
せん。 

31.8%

0.0%

0.0%
0.0%
4.0%

35.8%

２．投資等 
(1)投資及び出資金  21 億 1,815 万円 
（水道事業，開発基金などへ出資） 
(2)貸付金           6 億 9,853 万円 
（大島紬販路開拓，地域総合整備資金
など）  
(3)基金            32 億 6,999 万円 
①特定目的基金 (22 億   66 万円) 

（地域振興基金など特定の目的のた
めの基金） 
②土地開発基金  (5 億 8,256 万円) 

（公共事業のための土地などを先行
して取得するための基金） 
③定額運用基金  (4 億 8,677 万円) 

（ふるさと人材育成基金など特定の
目的のために定額を運用している基
金） 
投資等合計         60 億 8,666 万円 

 
1.9% 

 
0.6% 

 
 

3.0% 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5.5% 

２．流動負債 
(1)翌年度償還予定額   34 億 2,269 万円
（平成 18 年度に償還する市債元金相当
分） 
(2)翌年度繰上充用金 0円 
（平成18年度の歳入を繰上げて充用した
額） 
流動負債合計          34 億 2,269 万円
 
 
※ 普通会計のみの負債です。 
  水道事業会計・下水道事業会計等そ
の他特別会計の負債は含まれておりま
せん。 

3.1%

0.0%

3.1%

負債合計      429 億 4621 万円 39.0%

正味資産の部（これまでの世代が負担したもの）

１．国庫支出金      349 億 7,327 万円
（建物建設などに使われた国のお金の累
計） 
２．県支出金         96 億 5,686 万円
（建物建設などに使われた県のお金の累
計） 
３．一般財源など    226 億 7,885 万円
（建物建設などに使われた市のお金の累
計） 

31.7%

8.8%

20.6%

３．流動資産 
(1)現金・預金      11 億 4,929 万円 
①財政調整基金  (2 億 3,887 万円) 
（市財政の調整を図るための基金） 
②減債基金      (5 億 4,334 万円) 
（市債償還に備えるための基金） 
③歳計現金      (3 億 6,708 万円) 
（日々の歳入，歳出に属する現金） 

(2)未収金          17 億 9,500 万円 
①地方税        (2 億 8,129 万円) 

（市税の未収金） 
②その他       (15 億 1,370 万円) 
（負担金や手数料，繰越事業に係る

未収金） 
流動資産合計      29 億 4,428 万円 

 
1.0% 

 
 
 
 
 
 

1.6% 
 
 
 
 
 

2.7% 正味資産合計        673 億  898 万円 61.0%

資産合計        1,102 億 5,518 万円 100.0% 負債・正味資産合計 1,102 億 5,518 万円 100.0%

※債務負担行為に係る補償等    ①物件の購入等に係るもの      411,573 千円  

②債務保証及び損失補償に係るもの 5,954,617 千円  

③利子補給等に係るもの       364,299 千円  

★
自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト 

 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
一
定
の
時

点
に
お
い
て
保
有
す
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す
べ
て
の
資

産
、
負
債
な
ど
の
財
政
状
況
を
一
覧
的

に
表
し
た
報
告
書
で
す
。 

 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
も
と
も
と
民

間
企
業
が
決
算
発
表
の
と
き
に
用
い
る

表
で
、
左
側
の
借
方
に
資
産
、
右
側
の

貸
方
に
負
債
と
資
本
（
正
味
資
産
）
を

記
載
し
た
一
覧
表
で
す
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自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
全
国

の
自
治
体
が
共
通
の
資
料
で
容
易
か
つ

継
続
的
に
作
成
で
き
る
こ
と
を
念
頭

に
、
総
務
省
が
示
し
た
基
準
を
用
い
て

作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
民
間

企
業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
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な

り
、「
資
本
」
と
い
う
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方
が
あ
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
民
間
企
業
で
い
う

「
資
本
」
は
、
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

で
は
「
正
味
資
産
」
と
表
現
し
、
今
ま

で
の
世
代
が
負
担
し
た
金
額
と
し
て
と

ら
え
て
い
ま
す
。 

★
作
成
の
方
法 

 

今
回
作
成
し
た
普
通
会
計
の
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
は
、
総
務
省
の
地
方
財
政
状

況
調
査
（
決
算
統
計
）
を
も
と
に
作
成

し
て
い
ま
す
。
決
算
統
計
の
デ
ー
タ
は

昭
和
44
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
ま
で

の
数
値
を
用
い
て
い
ま
す
。 

★
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
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分
析 
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ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
よ
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と
、
市
が

保
有
し
て
い
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資
産
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総
額
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一
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〇

三
億
円
、
負
債
が
四
二
九
億
円
、
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味

資
産
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三
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資
産
の
内
、
有
形
固
定
資
産
（
減
価

償
却
後
）
が
一
〇
一
二
億
円
で
全
体
の

約
92
％
、
残
り
は
基
金
や
現
金
・
預
金
、

未
収
金
で
九
〇
億
円
約
8
％
を
占
め

て
い
ま
す
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負
債
の
内
、
地
方
債
が
三
八
五
億
円

で
約
90
％
、
残
り
が
退
職
給
与
引
当
金

で
約
10
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

 

正
味
資
産
で
は
、
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
が
四
四
四
億
円
、
一
般
財
源
が
二

二
七
億
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

市民一人当たり 
H18.3.31 現在人口 49,090 人 

負 債 
87万円 資 産 

225万円 正味資産 
137万円 

 

平成１７年度奄美市 

負 債 
429億円 資 産 

1,103億円 正味資産 
673億円 

奄美市のバランスシート（普通会計） 平成 18 年 3 月 31 日現在 

これからの世代
が負担しなけれ
ばならない金額

これまでの世代
が負担した金額

※ 奄美市における普通会計とは 
一般会計（宅地造成、港湾管理（住用分）を除く）、公共用地先行取得事業特別会計、訪

問看護特別会計の医療分、ふるさと創生人材育成資金特別会計の事務費分、以上の会計の
繰入・繰出を調整したものです。 

普通建設事業費に係る補助金・負担金等の状況 
（市の予算の普通建設事業に含まれるが，市の財産にならないもの）（単位：千円） 

直近５ヵ年の実績 
 

昭和 44 年度
以降累計額 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 

総務費 136,468 383 0 6,750 28,995 20,274 
民生費 561,360 0 240 6,537 0 57,992 
衛生費 166,686 12,260 16,904 22,924 12,993 14,043 
労働費 0 0 0 0 0 0 
農林水産業費 5994,975 178,688 117,743 131,558 234,983 122,325 
商工費 368,599 2,403 2,436 2,826 2,051 47,092 
土木費 6,313,621 434,210 224,604 485,892 481,014 800,308 
消防費 141,719 903 0 0 0 0 
教育費 439,390 40,825 36,806 38,118 37,310 38,194 
その他 0 0 0 0 0 0 
合計 14,122,818 669,672 398,733 694,605 797,306 1,100,228 

 
所在地 面積 地目 希望期間 希望価格(10a 当り) 所在地 面積 地目 希望期間 希望価格(10a 当り) 

住用町東仲間字小キ 10a 畑 5 年 7 千円  笠利町和野字石田 40a 畑 6 年 7 千円 
住用町東仲間字小キ 22a 畑 5 年 7 千円  笠利町和野字有雲 26a 畑 6 年 7 千円 
住用町東仲間字船蔵 10a 畑 5 年 7 千円  笠利町和野 45a 畑 6 年 7 千円 
住用町東仲間字小キ 26a 畑 5 年 7 千円  笠利町和野字石田 50a 畑 6 年 7 千円 
住用町東仲間字小キ 23a 畑 5 年 7 千円  笠利町万屋字城 10a 畑 6 年 9 千円 
住用町東仲間字小キ 10a 畑 5 年 7 千円  笠利町須野字ベズル・城 28a 畑 6 年 1 万円 
住用町東仲間字小キ 32a 畑 5 年 7 千円  笠利町宇宿字港 11a 畑 6 年 9 千円 
住用町東仲間字小キ 12a 畑 5 年 7 千円  笠利町宇宿字池田原 30a 畑 6 年 9 千円 
住用町東仲間字小キ 21a 畑 5 年 7 千円  笠利町喜瀬字折立 5a 畑 6 年 5 千円 
住用町東仲間字小キ 25a 畑 5 年 7 千円  笠利町喜瀬字折立 5a 畑 6 年 5 千円 
住用町東仲間字小キ 16a 畑 5 年 7 千円  笠利町喜瀬字折立 5a 畑 6 年 5 千円 
住用町東仲間字小キ 10a 畑 5 年 7 千円  笠利町里字中田 9a 畑 6 年 5 千円 
住用町東仲間字小キ 10a 畑 5 年 7 千円  笠利町里字山田 15a 田 6 年 5 千円 
住用町摺勝和瀬最 13a 畑 5 年 7 千円  笠利町里字コムリ 8a 田 6 年 応相談 
住用町摺勝和瀬最 27a 畑 5 年 7 千円  笠利町中金久字中川内 15a 田 6 年 応相談 
住用町摺勝和瀬最 9a 畑 5 年 7 千円  笠利町中金久字中川内 15a 田 6 年 応相談 
住用町摺勝和瀬最 15a 畑 5 年 7 千円  笠利町里字コムリ 17a 田 6 年 応相談 
住用町摺勝和瀬最 14a 畑 5 年 7 千円  笠利町里字ヨフタ 63a 畑 6 年 7 千円 
住用町摺勝和瀬最 16a 畑 5 年 7 千円  笠利町和野 20a 畑 6 年 応相談 
住用町摺勝和瀬最 9a 畑 5 年 7 千円      
住用町摺勝和瀬最 5a 畑 5 年 7 千円      

 

農地情報の提供について 担い手・認定農家の皆様へ 
 
 
農業委員会では、農業振興のため規模拡大をめざす農家の皆様に農地流動化情報として下表のとおり情報提供を行います。ご希望の方は農業

委員会までご連絡ください。 
みんなの力でなくそう！無断転用と遊休農地…農地の売買・貸借・転用等は許可が必要です～農業委員会へご相談ください。 

奄美市農業委員会事務局 52―1111 名瀬幸町 25 番 8号 

農業委員会住用分室 69―2111    住用町西仲間 111 

農業委員会笠利分室 63―1111  笠利町中金久 141 

（整備済み、隣接道路あります。） 

 

バ
ラ
ン
ス
シ
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ト
で
み
る

奄
美
市
の
財
政 

 
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
財
務
状
況
を
伝
え
る
た
め
、
企
業
会
計
的
手
法
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い
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対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）
を
作
成
し
ま
し
た
。 

土地明細表                   （単位：千円） 
物件 取得価格 物件 取得価格 

道路橋りょう 22 億 2,347 万円 小学校 5 億 9,490 万円 

街路 5 億 548 万円 中学校 8 億 5,931 万円 

公営住宅 12 億 6,369 万円 その他 35 億 5,375 万円 

合 計 90 億 60 万円 



奄美市だより　平成 19 年 2 月号 （4）

2月3日 子ども料理教室「ハンバーグ作り」 四谷分館 14:00～16:00

2月10日
豊かな奄美市民講座「奄美の森の動物たち」
講師：阿部愼太郎 名瀬公民館 14:00～16:00

2月11日
講演会「涙がでるほど笑ってラクになろう」
講師：昇幹夫 名瀬公民館 19:00～

2月13日 お話し会「豆まき」 伊津部分館 10:00～11:30

2月17日 子ども手芸教室「ビーズの小物作り」 四谷分館 15:00～17:00

2月24・25日
平成１８年度奄美市生涯学習講座
名瀬・住用地区合同作品展示 文化センター 9:00～17:00

2月25日
平成１８年度奄美市生涯学習講座
名瀬・住用地区合同閉講式並びに舞台発表 文化センター 13:30～17:00

公民館事業予定

１　趣　旨
　生き甲斐のある人生と潤いと活力のあるまちづくり実現をめざして、生涯学習の実
践をとおして女性団体のあり方を探る大会としたい。
２　テーマ
　「生かそう  女性の力！  興そう  活力のふるさと！」
３　日　時
　平成１９年３月３日（土） １３：１０～１６：１０
４　会　場
　名瀬公民館（旧中央公民館）ホール
５　参加者
　奄美市女性団体関係者　奄美市民
６　主　催
　奄美市ふるさとを興す女性大会実行委員会
　奄美市，奄美市教育委員会
７　日　程
　（１）受付　　　　　１２：３０～１３：１０
　（２）オープニング　１３：１０～１３：２０（１０分）
　（３）開会行事　　　１３：２５～１３：３５（１０分）
　（４）シンポジウム　１３：４０～１４：５０（７０分）
　　　　パネリスト　　①奄美市健康なまちづくりグループ　　　　佐藤美樹子
　　　　　　　　　　　②奄美市名瀬婦人防火クラブ連絡協議会　　益田典子
　　　　　　　　　　　③一条流紫寿音会　　　　　　　　　　　　奥田佳江子
　（５）講　演　　　　１４：５５～１６：０５（７０分）
 　　　  ＊講師　エッセイスト・元ＭＢＣアナウンサー　 成田賀寿代
 　　　  ＊演題　「輝く女性はふるさとの宝」
　（６）閉会行事　　　１６：０５～１６：１０（０５分）
 　　　　　　　　　　　　 ※入場料は無料です。
     【問い合わせ先】
    奄美市教育委員会　生涯学習課
    ℡０９９７－５２－１１１１（内線７２５）

 みんなで楽しむ園芸教室

  奄美市では，人づくりはまちづくりの一環として「みんなで楽し
む園芸教室」を開催いたします。当日の講師は 「ＮＨＫ趣味の園芸」

でおなじみの江尻光一先生です。
　花の好きなあなた，自分の一鉢をつくってきれいな花を咲かせて
みませんか。どなたでも参加できます。皆さんのご来場をお待ちし
ています。

【主　催】  奄美市、奄美市教育委員会
【日　時】  平成１９年３月２５日 ( 日 )  
  １０：３０～１２：００　　花の相談コーナー
  １３：００～１５：００　　記念講演及び実演
【場　所】  奄美文化センター１万人広場
【講　師】  江尻　光一先生（えじり・こういち）

1926 年、千葉県市川市生まれ、ラン園を経営し、ラン
の栽培と品種改良に従事するかたわら、テレビ、園芸誌、
講演活動を通じて家庭園芸の普及に努める。

【内　容】これから洋ランを育てたい人、あるいは育ててはきたも
のの花が咲かずに困っている人のために、咲かせるため
のヒントをプレゼント致します。

【申 込 先】  奄美市教育委員会生涯学習課 
 　５２－１１１１　( 内線７５２)

 平成１８年度第１回
 「いきいき奄美っ子活動表彰・発表大会」
１　趣旨
（１）この一年の青少年活動を振り返り，未来の奄美市を担う個性
豊かなたくましい青少年の育成を目指す。
（２） 「青少年育成の日」の充実と，地域活動や休日の有効な過ご
し方など，青少年健全育成の浸透に資する。
（３）文化活動・スポーツ活動，善行活動等で顕著な功績を収めた
個人及び団体に教育奨励賞（いきいき奄美っ子教育活動表彰）を授
与する。
２　大会スローガン
「こんなに元気　奄美っ子　～名瀬も住用も笠利も一緒になって～」
３　主催　奄美市子ども会育成連合会　奄美市教育委員会
４　日時
平成１９年２月１１日（日）　１３：３０～１６：３０
５　会場
奄美文化センターホール
６　日程
（１）受　付　　　　　　　　　　　　１３：００～１３：３０
（２）開会行事　　　　　　　　　　　１３：３０～１３：４５
（３）表彰式　　　　　　　　　　　　１３：４５～１４：１５
（４）実践活動事例発表　　　　　　　１４：２０～１６：２０
（５）閉会行事　　　　　　　　　　　１６：２０～１６：３０
７　発表団体
　　地区子ども会，各種サークル・団体（学校内活動を含む。）

問い合わせ先：奄美市教育委員会　生涯学習課
　　　　　　　電話　５２－１１１１（内線７２５）

 ちびっこ探検学校ヨロン島　参加者募集
文部科学省所管の財団法人国際青少年研修協会では、『ちびっこ
探検学校ヨロン島』の参加者を全国より募集しています。

この事業は、沖縄に近い南の島、ヨロン島の青い海と美しい自然
の中で仲間と助け合う楽しさを知り、在日外国人小学生と活動・生
活を共にすることで言語や習慣を超えて友情を深め、国際感覚を身
に付ける第一歩とします。

期間 ： 平成 19年 3月 27日（火）～ 4月 2日（月） 6 泊 7日
場所 ： 鹿児島県大島郡与論町
定員 ： 小学生 400 名（小学 2年生～ 6年生 外国人小学生も含む）
締切 ： 平成 19年 3月 7日（水） （申込み先着順）
資料請求・お申込み・お問合わせは、財団法人国際青少年研修協会
住所：〒160-0004 東京都新宿区四谷 2－11 大村ビル 3階
電話：03-3359-8421 FAX：03-3354-2207
E-mail：info@kksk.or.jp

★名瀬公民館新着図書案内★

【 郷 土 】
＊『ガンバレ鹿児島男性編』高城書房編集
＊『ガンバレ鹿児島女性編』高城書房編集
＊『与論の言葉で話そう１』菊秀史
＊『新訂奄美復帰史』南海日日新聞社
＊『奄美の絶滅危惧植物』山下弘

【 一 般 】
＊『川は山河より１・２巻』宮城谷昌光
＊『棄霊島上・下』内田康夫
＊『モノレールねこ』加納朋子
＊『がんばらない』鎌田實
＊『あきらめない』鎌田實
＊『サンキュー、ジーヴス』

P・G・ウッドハウス

【 児 童 】

＊『衣世梨の魔法帳４魔法犬花丸のひみつ』
　    　那須正幹
＊『七ふくじんとおしょうがつ』山末やすえ
＊『十二支のおはなし』内田麟太郎
＊『ともだちおまじない』内田麟太郎
＊『ぜんぶどうぶつ』たしろたく
＊『へんしんマラソン』あきやまただし
＊『まめうしのまんまるいふゆ』

あきやまただし
＊『よーくかんがえるカエルくん』

いわむらかずお
＊『恐竜トリケラトプスの大逆襲』

黒川みつひろ

2 月 分

「平成１８年度　奄美市ふるさとを興す女性大会」
の開催について
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青
色
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路
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設
置
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�
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�
知
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�) 　

イ
ギ
リ
ス
北
部
の
都
市
グ
ラ
ス
ゴ
ー
中
心
部
の

ブ
キ
ャ
ナ
ン
通
り
と
い
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト
リ
ー

ト
で
景
観
整
備
を
目
的
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
街
灯

を
青
色
に
変
え
た
と
こ
ろ
、
犯
罪
が
激
減
す
る

と
い
う
現
象
が
起
き
ま
し
た
。
原
因
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
青
色
の
街
灯
に
よ
っ
て
犯
罪
が
減
少

し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
犯
罪
抑
止
を
目

的
に
青
色
の
街
灯
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
２
０
０
５
年
５
月
の
テ

レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
で
試
験
的
に
青

色
街
路
灯
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
た
び
た
び

報
道
さ
れ
て
、
さ
ら
に
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。

　

青
色
が
な
ぜ
犯
罪
を
減
少
さ
せ
る
か
に
つ
い
て

は
、
暗
い
場
所
だ
と
、
波
長
の
短
い
青
色
の
光

が
遠
く
ま
で
届
く
こ
と
。
青
色
に
は
鎮
静
作
用

が
あ
り
、
心
が
平
穏
に
な
っ
て
本
能
的
な
衝
動

が
抑
え
ら
れ
る
た
め
、
衝
動
的
な
犯
罪
を
抑
止

す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
。
な
ど
が
そ
の
要
因
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
様
方
の
自
治
会
、
町
内
会
等
で
管

理
す
る
街
路
灯
の
蛍
光
灯
が
切
れ
た
際
の
交
換

に
青
色
蛍
光
灯
を
利
用
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　　

【
注
意
】

１
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海
の
近
く
で
使
用
さ
れ
る
と
、
船
舶
の
航

行
に
お
い
て
、
誘
導
灯
と
誤
認
す
る
場
合
が
あ

る
た
め
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
単
な
る
青
色
よ
り
も
、
青
み
が
か
っ
た
白

色
が
特
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

連
絡
先　

奄
美
市
総
務
課
安
全
安
心
係

５
２-

１
１
１
１ (
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３
２
４
、
３
２
７

�
�
�
�
犯
罪
�
�
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意
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�
日
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報
�
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�
�
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�
日
�
�

① 

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

○
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
定

期
的
に
変
更
し
、
個

人
情
報
は
む
や
み
に

入
力
し
た
り
、
他
人

に
教
え
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
使
用
し
て
い
る
Ｏ
Ｓ
や
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト

は
常
に
最
新
の
状
態
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
は
十
分
な
警
戒
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
18
歳
未
満
の
人
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

○
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
取
引
き
は
、
相
手
を
よ
く
確

認
し
、
代
金
着
払
い
な
ど
の
安
全
な
方
法
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

○
怪
し
い
サ
イ
ト
に
は
興
味
本
位
で
も
ア
ク
セ
ス

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

② 

主
な
サ
イ
バ
ー
犯
罪
被
害
事
例

○
不
正
ア
ク
セ
ス

・
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
で
勝
手
に
送
金
さ
れ

た
。

・
個
人
情
報
が
取
ら
れ
、
身
に
覚
え
の
な
い
有

料
サ
イ
ト
の
利
用
料
を
請
求
さ
れ
た
。

○
出
会
い
系
サ
イ
ト

・
相
手
が
ポ
イ
ン
ト
を
支
払
っ
て
く
れ
る
約
束
で

利
用
し
高
額
の
利
用
料
を
請
求
さ
れ
た
。

・

知
り
合
っ
た
相
手
に
撮
ら
れ
た
写
真
を
ば
ら

ま
く
と
脅
さ
れ
、
お
金
を
要
求
さ
れ
た
。

○
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
詐
欺

・
落
札
し
て
代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
商
品
が
送

ら
れ
て
こ
な
い
。

・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
は
関
係
の
な
い
第
３
者
が
、

落
札
で
き
な
か
っ
た
人
に
対
し
て｢

落
札
者
が

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
の
で
あ
な
た
が
品
物
を
買
い

ま
せ
ん
か｣

と
嘘
の
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
そ
れ

を
真
に
受
け
た
人
が
品
物
を
購
入
す
る
為
に

代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
品
物
が
届
か
な
い
。

自
主
防
災
組
織
�
役
割
�
必
要
性

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
機

関
等
の
公
共
機
関
が
全
力
を
上
げ
て
応
急
対
策

に
取
組
み
ま
す
が
、
道
路
の
寸
断
、
建
物
の
倒

壊
、
断
水
や
電
力
の
供
給
の
停
止
、
火
災
等

の
二
次
的
災
害
に
よ
り
想
定
外
の
被
害
を
被
る

恐
れ
が
あ
り
行
政
の
活
動
の
み
で
は
十
分
に
対

処
で
き
な
い
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
時
住
民
各
自
が
個
人
や
家
族
単

位
で
ば
ら
ば
ら
に
行
動
し
て
も
効
果
は
少
な

く
、
場
合
に
よ
っ
て

は
混
乱
を
も
た
ら
す

事
も
あ
り
ま
す
。
地

域
の
住
民
と
し
て
お

互
い
協
力
し
つ
つ
防
災

活
動
に
取
組
み
災
害

時
の
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
活
動
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
役
割
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
市
役
所
、
消
防
署
な
ど
防
災
機
関
と
の
情

報
交
換
や
地
域
住
民
へ
の
情
報
の
伝
達
。
②
火

災
の
発
生
防
止
や
初
期
消
火
。
③
地
域
住
民
の

安
否
の
確
認
及
び
避
難
場
所
へ
の
誘
導
。
④
災

害
弱
者

（
障
害
者
、
高
齢
者
、
妊
婦
、
乳
幼

児
な
ど
）
へ
の
援
助
。
⑤
救
援
物
資
（
食
事
な
ど
）

の
分
配
や
負
傷
者
の
救
護

・
救
出
。

　

こ
れ
ら
の
役
割
は
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の

例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
他
の
地
域
や
防
災
機

関
か
ら
の
援
助
が
す
ぐ
に
及
ば
な
い
大
災
害
で

は
、
一
層
大
き
く
な
る
も
の
な
の
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
、
災
害
情
報
等
に
つ
い
て
は

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
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瀬
総
合
支
所
総
務
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１
１
１
１

（
327
）

住
用
総
合
支
所
地
域
総
務
課　

69-

２
１
１
１

笠
利
総
合
支
所
地
域
総
務
課　

63-

１
１
１
１

　  冬のスターウォッチング
期　　　日 ： 平成１９年２月１７日 （土） ・ １８日 （日）  

場　　　所 ： 県立奄美少年自然の家

参加対象 ： 幼児から高齢者まで、 家族やグループ何人でも参加

     できます。 また、 もちろんお一人でも。

活動内容 ： スターウォッチング （１９ ： ３０～） に加えて、 以下のコ

 　　ースを選択することができます。

選択コース ：①テント設営 ・ 野外炊さん ・ テント泊の体験コース

　　　　　　　　②野外炊さん ・ 宿泊棟宿泊コース

　　　　　　　　③宿泊棟宿泊コース                

　　　　　　　　④野外炊さん体験日帰りコース

　　　　　　　　⑤スターウォッチングコース

時　　　間 ： テント設営 (14:30 ～ ) 野外炊さん (15:30 ～ )

　　　　　　　 スターウォッチング (19:30 ～ )

　　　　　　　 朝食 （食堂 ： 7:30 ～ 9:00)

必要経費 ： 野外炊さん一人６００円、 朝食一人３６０円

　　　　　テント泊 （無料）、 宿泊棟泊 （１２０円 ： シーツ代）

　　　　　道具は全て自然の家にあります。 入浴もできます。

申込方法 ：①～④のコースを希望される方は、 ２月１５日 （木） ま

でに電話で申し込んでください。⑤の方は必要ありません。

申込 ・ 連絡先 ： 県立奄美少年自然の家     ＴＥＬ： ５３－１０３２

　

　 自然の家「第１０回オープンデー！！」
今回のイベント

 ・ 木の枝キーホルダーを作ろう！

 ・ 藍染めやフクギ染めのハンカチを作ろう！

期　　日 ： 平成１９年２月１７日 （土） 〈雨天でも実施します。〉

　　　　　　　午前の部　１０ ： ００～１２ ： ００

　　　　　　　午後の部　１３ ： ００～１５ ： ００ （※施設開放は終日）

　　　　　

内　　容 ： ①　木の枝キーホルダーを作ろう （１００円）

 　②　藍染め ・ フクギ染めのハンカチを作ろう （３００円）

　　　　　※　①か②（藍染めかフクギ染め） の選択活動になります。

           

　　　　　施設開放 （体育館でのスポーツ ・ 遊友ランド ・

  　 グランドゴルフなどの各種遊具の貸し出し）

対　　象 ： どなたでも参加できます。

　 自然の家まつり　

　家族やグループ ・友達と一緒に、 自然の家まつ
りを楽しみませんか！
期　　日 ： 平成１９年２月２５日 （日） 〈雨天でも実施します〉

場　　所 ： 県立奄美少年自然の家

対　　象 ： 幼児から一般まで、 どなたでも参加できます。

活動内容 ：※お楽しみじゃんけん大会 （開会式）、※チャレンジラン

キングに挑戦コーナー、 各種クラフト体験、 マウンテンバイク、 餅

つき体験、 黒糖作り体験、 昔の遊び道具 （竹とんぼ・なり笛） 作り、

プレーコーナー （ジャンボシャボン玉等）、 軽スポーツ体験他　　※

景品をゲットしよう！

参加方法 ： 参加申し込みの必要はありません。 昼食を希望される

方は、 ２月２３日 （金） までに電話で申し込んでください。

そ の 他 ： 車で来所の場合は、 自然の家入口手前の駐車場をご利

用ください。 （所内駐車場は、 利用できません。）

申込 ・ 連絡先 ： 県立奄美少年自然の家     

                ＴＥＬ： ５３－１０３２  　ＦＡＸ： ５３－１０３３

詳しくは、 少年自然の家ホームページ

  　　　　　http:/www.pref.kagoshima.jp./kikan//amami/index.html

       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をご覧ください

　 鹿児島県大島紬技術指導センター

　 平成１９年度　伝習生　募集要項
目　　　　的 ： 大島紬に関する専門知識及び技術を習得させ、 優

         秀な中堅技術者となるべき後継者の養成を図る。

養 成 期 間 ： 平成１９年４月から平成２０年３月までの１年間

募 集 人 員 ： デザイン科　　３名

　　　　　　  　　染色化学科　 ３名

　　　　　　 　　 締加工科　　  ３名

願書受付期間 ： 平成１９年２月９日 （金） ～平成１９年３月９日 （金）

※応募資格、 応募方法などの詳細は鹿児島県大島紬技術指導セ

ンター総務課 （TEL５２－００６８） までお問い合わせください。

歳出 （単位：千円）
１．議会費 533
２．総務費 578,115

１．一般管理費 578,042
２．監査委員費 73

３．消防費 1,085,699
１．名瀬署費 371,758
２．瀬戸内分署費 176,428
３．喜界分署費 122,193
４．笠利分署費 129,993
５．龍郷分駐所費 88,089
６．宇検分駐所費 60,178
７．大和分駐所費 57,274
８．住用分駐所費 57,417
９．奄美空港分駐所費 22,369

４．公債費 53,104
５．予備費 0
歳出合計 1,717,451

歳入
分担金及び負担金 1,341,574 77.7% 繰越金 8,214 0.5%
使用料及び手数料 1,486 0.1% 諸収入 1,076 0.1%
財産収入 631 0.0%
繰入金 372,249 21.6% 歳入合計 1,725,230 100.0%

（運営負担金）
名瀬市 龍郷町
瀬戸内町 宇検村
喜界町 大和村
笠利町 住用村
合計

（特別負担金）
名瀬市 龍郷町
瀬戸内町 宇検村
喜界町 大和村
笠利町 住用村
合計

1,289,139

52,435

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
0
0
0
0

31,338
0
0

21,097

110,612
72,584
69,031
68,280

435,640
219,416
154,960
158,616

　決算につきましては、 一般会計歳入決算総額で 17 億 2,523 万円、 歳出決算総額 17 億 1,745 万
1 千円となっております。
　17 年度の実質収支は黒字となっておりますが、 今後消防組合の財政運営を考えますと、 管内各
市町村が厳しい財政状況でありますので、 各市町村と連携を密にし、 消防行政の対応を図って参り
たいと思います。

平成 17 年度大島地区消防組合決算状況



奄美市だより　平成 19 年 2 月号 （6）

２月２５日（日）は，奄美市農業委員会委員選挙の投票日です。
選挙権のある人は，仕事や行楽にお出かけの前に投票を済ませましょう。

投票できる人

平成１８年３月３１日確定の農業委員会委員選挙人名簿に登録されている人

期日前投票　
投票日に仕事や出張 , レジャーなどで不在になる人は，期日前投票ができます。
<期日前投票期間 >　２月１９日～２月２４日（投票日前日）まで
<投票時間 >　午前８時３０分～午後８時まで
<期日前投票所 >　( 住用・名瀬地区 )・・選挙管理委員会または住用総合支所
　　　　　　　　   ( 笠利地区 )・・笠利総合支所
病院などからの不在者投票

指定された施設（病院・老人ホーム等）に入院または入所中の人で，歩行困難な人は，
　その病院や老人ホームなどの施設で不在者投票ができます。
　　　　　　　
＊立候補者数が定員以内の場合は，無投票当選となり，選挙は行われません。
＊お問い合わせは ,奄美市選挙管理委員会事務局　（電話）５２－１１１１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 （内線）７１１・７１２

投 票 区 名 投 票 所 名 町名または行政区 名 

第１投票区  
奄美市名瀬公民館  

１階ロビー 

長浜町・塩浜町・矢之脇町・柳町・入舟町  

金久町・井根町・幸町・永田町・末広町  

伊津部町・小浜町・港町・石橋町・久里町  

安勝町・古田町・春日町・小俣町・真名津町  

平田町・佐大熊町  

第２投票区  小宿小学校教室
小宿・里・朝仁・朝仁町・朝仁新町  

浜里町・平松町  

第３投票区  知名瀬公民館  知名瀬 

第４投票区  根瀬部公民館  根瀬部 

第５投票区  崎原小中学校会議室  崎原 

第６投票区  小湊小学校体育館  小湊・名瀬勝  

第７投票区  大川小中学校体育館  朝戸・伊津部勝・西田・西仲勝・前勝  

第８投票区  芦 花 部 公 民 館 有良・芦花部  

第９投票区  朝日中学校技術室 
鳩浜町・大熊・朝日町・有屋・有屋町・  

仲勝・仲勝町・和光町・浦上・浦上町  

第10投票区
 

住用中学校体育館
 西仲間・石原・山間・戸玉  

上役勝・中役勝・下役勝  

第11投票区 東城中学校体育館  和瀬・城・摺勝・見里・川内・東仲間  

第12投票区 市公民館 市 

第13投票区 赤木名小学校体育館  里・中金久・外金久  

第14投票区 屋仁地区振興センター  川上・屋仁 

第15投票区 佐仁へき地保健福祉館  佐仁（一区・二区）  

第16投票区 笠利小学校体育館  笠利（一区・二区・三区）・用・辺留・須野  

第17投票区 宇宿小学校体育館  崎原・土盛・宇宿・城間・万屋  

第18投票区 節田小学校体育館  和野・節田・平・土浜  

第19投票区 用安へき地保健福祉館  用安 

第20投票区 喜瀬へき地保育所  喜瀬（一区・二区・三区）・打田原（鯨浜）  

第21投票区 手花部小学校体育館  打田原・前肥田・ 手花部 
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奄美市農業委員会委員選挙投票所一覧表

２月２５日（日）は奄美市農業委員会委員選挙！
『違反なくして　きれいな選挙』

最
近
市
内
で
は
、
犬
に
追
い
か
け
ら
れ

た
り
、
咬
傷
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
が
発
生
す
る
要
因
と

し
て
、
飼
い
主
の
犬
に
関
す
る
認
識
不

足
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

犬
は
、
動
く
も
の
を
追
い
か
け
た
り
、

じ
ゃ
れ
つ
い
た
り
す
る
習
性
を
持
っ
て
お

り
ま
す
し
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
狩
猟
本

能
に
よ
り
、
押
し
倒
し
た
も
の
に
咬
み
つ

く
こ
と
も
ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
犬
の
習
性
を
理
解
し
た
上

で
、
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ
う
適
切
な

し
つ
け
を
行
い
、
人
へ
の
危
害
発
生
の
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
！   

飼
い
主
に
と
っ
て
は
言
う
こ
と
を
き
く
か
わ

い
い
犬
で
も
、
周
り
の
人
に
取
っ
て
は
、
決
し

て
そ
う
と
ば
か
り
は
、
言
え
ま
せ
ん
。
思
わ

ぬ
事
故
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昼
夜
を

問
わ
ず
犬
は
、
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

適
切
な
つ
な
ぎ
方
と

は
！ 犬

が
自
由
に
歩
け
る

様
、
鎖
を
極
端
に
長
く

し
た
り
す
る
な
ど
、
訪
問

者
等
人
の
通
路
に
障
害
が

あ
る
よ
う
な
つ
な
ぎ
か
た

は
適
切
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
万
が
一
の
こ
と
を
考

え
、
適
切
に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ

う
。

散
歩
さ
せ
る
時
も
つ
な
い
で
！    

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
人
に
危
害
を

加
え
る
恐
れ
が
な
い
よ
う
に
、
犬
を
制
御
で

き
る
人
が
必
ず
つ
な
い
で
散
歩
し
ま
し
ょ
う
。

大
型
犬
は
な
る
べ
く

オ
リ
に
入
れ
て
！ 

特

に
大

型

犬

は
、

人

を

「
襲

う
」
気

が

な
く
て
も
、
結
果
的
に

大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
型
犬
は
、
力
が
強
い
の
で
、
鎖
が
ち
ぎ
れ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く
オ
リ

に
入
れ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
を
し
つ
け
て
・
ふ
ん
は
始
末
を
！

猫

・
犬
と
も
に
、
ト
イ
レ
で
ふ
ん
・
尿
を

す
る
よ
う
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

犬
の
散
歩
中
、
袋
を
持
っ
て
も
ふ
ん
を
取

ら
な
い
方
を
多
く
見
か
け
ま
す
が
、
必
ず
ふ

ん
の
始
末
を
し
て
下
さ
い
。

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
を
！

生
後
91
日
以
上
の
犬
に
は
登
録
と
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
愛
犬
の
死
亡
や
住
所
の
変
更

・
持

ち
主
変
更
は
必
ず
市
役
所
ま
で
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
！ 

  

飼
え
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
犬
を
捨

て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
捨
て
犬
は
、

野
犬
と
な
っ
て
、
他
人
へ
の
迷
惑
お
よ
び
危
害

や
、
狂
犬
病
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ど
う
し

て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
新
し
い
飼
い

主
を
探
す
か
、
飼
い
主
自
ら
の
責
任
で
保
健

所
な
ど
の
引
取
場
所
に
連
れ
て
行
き
ま
し
ょ

う
。

※

：
子
犬
・
子
猫
が
生
ま
れ
て
困
る
な
ら
、
オ
ス
・

メ
ス
と
も
に
不
妊
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
迷
惑
を
か
け
る
場
合
は
、
最
初
か
ら

飼
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

☆
名
瀬
保
健
所

（
５
２-

５
４
１
１
）
・
奄
美

市
役
所
５
２-

１
１
１
１

（
内
線
243
）
☆

冬
�
省
�
�
�
取
�
組
�
�

 

　
　
　
　

省
エ
ネ
豆
知
識
シ
リ
ー
ズ 
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南
国
奄
美
で
も
、
寒
さ
が
厳
し
く
感
じ
る

季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
暖
房
器
具
等
を

使
用
さ
れ
る
家
庭
や
事
業
所
も
多
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

暖
房
器
具
は
、
特
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

消
費
し
ま
す
。
省
エ
ネ
に
も
心
が
け
な
が
ら
、

風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

☆
暖
房
の
設
定
温
度
は
、
20
℃
を
目
安
に
調

節
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
不
必
要
な
つ
け
っ

ぱ
な
し
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
こ
た
つ
は
、
敷
き
布
団
と
上
掛
け
布
団
を

使
用
し
、
温
度
設
定
を
こ
ま
め
に
調
節
し

ま
し
ょ
う
。

☆
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
部
屋
の
広
さ
や
用
途
に

合
わ
せ
、
温
度
設
定
を
こ
ま
め
に
調
節
し

ま
し
ょ
う
。

☆
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
で
熱

が
逃
げ
な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
暖
房
器
具
の
設
定
温
度
を
上
げ
る
前
に
、

も
う
一
枚
上
着
を
着
込
む

(

ウ
ォ
ー
ム
ビ

ズ)

な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

�
緑
�
募
金
��
�

 

�
協
力
�
�
願
�

　

市
民
の
緑
化
意
欲
の
向
上
と
、
公
共
広

場
、
学
校
、
職
場
等
の
緑
化
を
推
進
し
、

一人ひとりの気持ちの持ち方で

あなたの周りが大きく変わります。

飼い犬・猫の
マナーを守って！

緑
豊
か
な
郷
土
の
建
設
に
ご
協
力
下
さ
い

ま
す
よ
う
「
緑
の
募
金
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
市
内
の
自
治
会
・
町
内
会
、
学
校
、

職
場
等
に
依
頼
文
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
 

募
金
期
間　
　
　

平
成
19
年
２
月
１
日
～

 

　
　
　
　

 　

平
成
19
年
４
月
30
日

　

昨
年
は
、
市
内
の
町
内
会
、
学
校
、

企
業
な
ど
か
ら
多
額
の
募
金
を
い
た
だ
き
、

町
内
会

・
学
校
へ
花
苗

・
プ
ラ
ン
タ
ー

・

堆
肥
等
を
配
布
し
、
緑
化
の
推
進
を
図
り

ま
し
た
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）　

奄
美
市
み
ど
り
推
進

協
議
会
事
務
局

奄
美
市
名
瀬
総
合
支
所

農
林
振
興
課

（
５
２-

１
１
１
１
）

奄
美
市
住
用
総
合
支
所

産
業
振
興
課

（
６
９-

２
１
１
１
）

奄
美
市
笠
利
総
合
支
所

産
業
振
興
課

（
６
３-

１
１
１
１
）

こまめな温度設定



奄美市だより　平成 19 年 2 月号（7）

　これまでの保険証は世帯に一枚で
したが、平成 19 年 4 月 1 日からカー
ド型になり、 個人ごとに発行します。
　国民健康保険税は、 これまでと同
じく世帯の全員分が世帯主に課せら
れます。

新 し い 保 険 証 の 見 本

タ テ 5 4 m m × ヨ コ 8 6 m m

※様式は予定ですので変更になる場合があります。

★ご注意を！！★

奄美市の国民健康保険証は全国の保険医療機関で使用できますが、 加入者が

奄美市の住民でなくなった場合や、職場の健康保険に加入された場合は使用す

ることが出来なくなりますのでご注意ください。

また、 市外で在学中の学生さんが卒業や中退をした場合も、奄美市の保険証は

使用できなくなります （お住まいの市区町村での国保加入となりますので、 奄美

市国民健康保険離脱の届出を行ってください）。

使用できなくなった保険証で受診した場合、 その分の医療費を返還していただくこ

とがありますのでご注意ください。

 

詳しいことのお問い合わせは ・ ・ ・ ・ ・ 奄美市国民健康保険課収納管理係

（0997） 52-1111　内線 149、 146

保険税は世帯主に

平成 19年 4月から国民健康保険証が
ひとりに一枚ずつのカードになります

保険証は一人に一枚

みほん

県立図書館奄美分館からのお知らせ

高校入試サポートフェア　

～輝け！わたしのティダ ( 太陽 ) ～

第３弾 「ラストスパート」 サポートフェア

本番まであとわずか、 さあ、 ラストスパート！

○　期　　間　2 月 17 日 ( 土 ) ～ 3 月 4 日 ( 日 )

○　場　　所　県立図書館奄美分館 2 階会議室

○　展示内容

・ 過去 6 年間の公立高等学校入試問題

( 英語ヒヤリングを含む )

　・ 18 年度入試問題の分析

　・ 小 ・ 中学校教科書、 辞 ( 事 ) 典類、 参考書

　・ 平成 19 年度公立高校入試方法案内

　・ 家庭学習の進め方について

　　の資料

　・ 入試直前の心構え等

○　問い合わせ先

　　県立図書館奄美分館

　　TEL 0997－52－0244

鹿児島大学大学院奄美サテライ

ト教室で科目等履修生として学

びませんか！

鹿児島大学大学院奄美サテライト教室では、

平成１９年度前期に人文社会科学研究科、 教育

学研究科の科目を開講することとなり、 奄美群島

の方々に大学院の授業を学んで頂き、 更に教養

を高めて頂くために科目等履修生を募集いたしま

す。

募集受付期間は平成１９年２月２８日 （水） から

平成１９年３月２日 （金） を予定しております。

なお、 受講を希望される方で実施科目等の詳

細についてのお問い合わせは、 下記の担当まで

ご連絡願います。

　

鹿児島大学教務課大学院係

０９９－２８５－７３４６　（西郷）

※授業科目は下記のホームページをご参照ください。

　http://www.edu.kagoshima-u.ac.jp/

　（教育学研究科）

　http://www.leh.kagoshima-u.ac.jp/hss/

　（人文社会科学研究科）

利用者
の 声

『小規模多機能型居宅介護事業』開設事業候補者

の募集について
奄美市は、 第３期介護保険事業計画による地域密着型サービスに係る

施策として日常生活圏域ごとに 「小規模多機能型居宅介護事業所」 の指

定を行い、 計画的に整備していく必要があることから、 事業を希望する事

業者の公募を行いますので、 開設を希望する事業者は、 以下により応募

してください。

【募集内容】 「平成１９年度奄美市地域密着型サービス事業候補者

 　　　募集要項」 による

【提出書類】 「地域密着型サービス （小規模多機能型居宅介護）

 　　　設立趣意 ・ 計画書」 及び添付資料

【受付期間】 平成 1９年３月１日 （木） ～平成１９年３月３０日 （金）

　　　　　　　　 ８時３０分から１７時１５分まで （土曜 ・ 日曜 ・ 祝祭日除く）

【提出場所】 奄美市役所介護保険課審査指導係 （名瀬総合支所第３別館）

　　　　　　     まで持参または郵送 （郵送の場合は、 受付期間必着）

【募集圏域】 ①旧名瀬市地域概ね 1 中学校区に 1 か所　計 2 か所

　　　　　　    ②旧笠利町地域 1 か所　　　　　　　合計 2 圏域 3 か所

【整備年度】 平成 19 年度 （3 か所とも）

注：「平成１９年度奄美市地域密着型サー

ビス事業候補者募集要項」 及び 「地域

密着型サービス （小規模多機能型居宅

介護） 設立趣意 ・ 計画書」 につきまして

は、 介護保険課審査指導係までお問い

合わせください。

相続登記はお済みですか？
鹿児島県司法書士会では、 下記のとおり無料相談活動を実施します。

名　　称 ： 「相続登記はお済みですか月間」 相談活動

実施機関 ： 平成１９年２月１日から同月２８日までの１ヶ月間

相談対象 ： 相続登記並びに相続にまつわる相談

実施方法 ： 鹿児島県司法書士会所属の会員事務所において無料で相談

を受け付けます。

主催 ・ 問い合わせ先 ： 鹿児島県司法書士会 （電話０９９－２５６－０３３５）

乳幼児医療費助成制度による助成金申請方法の

変更について（お知らせ）
鹿児島県乳幼児医療費助成条例の改正に伴い、 助成金の申請方法が次

のように変更になりますので、 お知らせいたします。

　今まで、 市役所窓口で助成金の申請をしていましたが、

平成１９年３月診療分から、 医療機関の窓口で受給者証を

提示するだけで済むようになります。

　ただし、 県外の医療機関にて診療された分につきまして

は、 今まで通りの扱いとなりますので、 ご注意ください。

詳細につきましては、 次までご連絡ください。

 名瀬総合支所　福祉政策課　児童係　52-1111　（内 607 ～ 609）

　　　　　 笠利総合支所　いきいき健康課　福祉係　63-2299

　　　　　 住用総合支所　市民福祉課　福祉係　69-2111

タラソ奄美の竜宮もオープンして早１ヶ月が過ぎました。こ

の１ヶ月ですでに体調の変化が見られる方が多くいらっしゃ

るようです。今回はそんな利用者の方々の声をお届けいた

します。

林　弘子さん (矢之脇町 )

タラソに来るまでは、 膝が悪くてひどいときは歩けないくら

いで、 週２回の病院と整体に通っていました。ここに来るよう

になってからは膝の調子が良くなり、 病院には一回も通って

いません。やっぱりタラソの効果よね～。

植久　常蔵さん（朝仁新町）

慢性的な坐骨神経痛に悩まされていて、毎日病院に通っ

て電気治療をしていました。湿布が欠かせない体だったん

だよ ( 笑 )。１２月２７日から毎日通っていて、 元日位から痛

みもほとんど無くなって来ました。私は自信を持ってオススメ

できますよ！毎日１０日間まずは行ってみて下さい。熟睡も

出来て、いびきをかいて寝れるよ ( 笑 )

池　常子さん (小俣町 )

膝が悪く、 正座が出来なかったのが、 出来るようになって

とても嬉しいです。普段買い物などで外を歩くのが楽になっ

て、 ウェストもちょっと細くなったみたいよ。夜もぐっすり眠れ

るし、体もいつもポカポカで気持ちいいですよ。

《お問い合わせ ・ ご連絡先》
〒894-8555
奄美市名瀬幸町 25 番 8 号
奄美市介護保険課審査指導係
（0997） 52-1111 内線 693

奄美市国民健康保険加入者の皆様へ



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

奄美市だより 平成 19 年 2 月号                                             (8) 

★リ サ イ ク ル 情 報★
リサイクルの情報につきましては、市民課市民生活係までお問い合わせ下さい。
電話：52-1111 内線 715・716 

◎譲ります  平成１９年１月１８日現在

品名 数量 規格 希望価格

オートバイ（２５０cc） 1 ホンダ製、クラブマン １３万円 

食器棚 1 高さ 180cm×幅 150cm 20,000 円

燃費向上グッズ 1 商品名：ランナップ 1,500 円

布団 1 一式、未使用 応談 

ベビーバス、折りたたみ歩行器 1  3,500 円

三味線 1 中古 応談 

ブリタニカ国際大百科事典 1 全 31 巻、未開封品 応談 

円卓 1 直径 90cm １万円 

スクーター（９０cc） 1 ホンダ製（10 年前） 15,000 円

扇風機 2 壁掛け用および卓上用 1,000 円

蛍光灯 3 室内用 1,000 円

コタツ（ふとんなし） 1 ９０ｃｍ×９０ｃｍ 応談 

ビデオデッキ 2 ９８年型、ソニー製 3,500 円

チャイルド・シート 1 ジュニア・シート 3,000 円

◎求めます    

品名 規格 希望価格

５０ｃｃスクーター － 応談 

原付バイク － 応談 

軽自動車 － 応談 

ベビーベット － 応談 

ワープロ（できればカシオ製） それ以外のメーカーでも可 応談 

ワープロ － 応談 

電話債券 － 応談 

 

今月の保健師さん

徳永 明子さん

 

 
 

1.日時…平成１９年３月１１日（日曜日） 

      午後１時１５分～午後４時 

2. 場所…名瀬公民館金久分館 

3. 内容 

①知って得する栄養の話 

「１日に何をどれだけ食べたら良いの？」…栄養士       

②みんなで調理実習 

「長寿食材を使っておいしい料理を作ろう」…食生活改善推進員

4. 持ってくるもの…エプロン，三角巾またはスカーフ 

5. 材料費…無料 

6. 定員…３０名 
 

【お問い合わせ先】 
奄美市役所健康増進課予防係 電話５２－１１１１（内線６８６） 

「メタボリックシンドローム」最近よく耳にするこの言葉。気に

なっていませんか？ 
「去年のズボンがちょっときつい」「血圧や中性脂肪が少し

高めだといわれた・・」そんなあなたは、要注意です。 

○あなたは、大丈夫？ 
まず、腹囲（おへその高さ）を測ってみましょう。 

男性 85cm 以上、女性 90cm 以上だと立派な内臓脂肪型肥満です。それに加えて以下の

二つに該当するとメタボリックシンドロームといえます。 

 
①血中脂質‥中性脂肪値が 150mg/dl 以上または/かつ HDL コレステロール値が 40mg/dl 未満 

②血圧   ‥収縮期血圧が 130mmHg 以上または/かつ拡張期血圧が 85mmHg 以上 

③血糖   ‥空腹時血糖が 110mg/dl 以上 

生活習慣を変えるのは、必要性がわかっていてもめんどうに感
じたり忙しくてなかなか継続できないものですね。生活を大きく変
える必要はありません。 

あなたの使える時間はいつですか？どんなことができそうです

か？何か 1つ目標を立てて、取り組んでみましょう。 

例えば職場からの帰り道を遠回りして歩いてみる、野菜料理を

一品増やすなど、まずは「始める」こと。そして楽しく継続できれば

イキイキ生活まちがいなしです！ 

 

 

 

 
最近、お腹まわりが気になる・運動不足で体が重く感じる・産後、体重がなかな

か戻らない・・・・頭ではわかっているけど、なかなか行動にうつせない・・そんな方

に朗報です！ 
 
奄美市では、今、話題のメタボリック症候群予防のため、肥満傾向で運動習慣

のない働き盛りの年代の方を対象とした教室を下記のとおり開催いたします。 
快適な汗をかいて、運動をはじめるきっかけにしてみませんか？ 
ぜひこの機会に、ご夫婦や友人お誘い合わせの上ご参加下さい！！ 

メタボらないための教室のご案内 

対象者：奄美市にすむ３０～５９歳の男女で 

運動習慣がなく、肥満が気になる方 

日 時：平成１９年２月２５日（日） 

９時００分～１２時１５分 

場 所：タラソ奄美の竜宮（大浜海岸敷地内） 

定 員：３０人（先着順） 

内 容：①健康チェック 

②医師講話「メタボリック症候群について（仮称）」 
講師：鹿児島大学教授 嶽﨑 俊郎 先生 
（講師の先生は当市タラソ施設の効果検証の研究にも深く 
関わっておられる方です） 

③「タラソ施設およびタラソを活用した運動の紹介」 
 （講師：タラソ 奄美の竜宮支配人 平野 竜矢 先生） 

準備するもの：①施設使用料および指導料 ５００円（正規料金１５００円） 

②水着・バスタオル（※） 着替え 

※施設にてレンタル（水着３００円・バスタオル１００円）できます 

申し込み期間：２月１５日（木）～２月２２日（木） 

申し込み方法：電話にてお申し込み下さい 

申込先：名瀬総合支所 健康増進課保健係 52-1111（内線 682） 

○「メタボリックシンドローム」とは？ 
お腹まわりに脂肪がつく内臓脂肪症候群に加えて、高

血糖、血圧高値、血中脂質異常といった生活習慣病の

危険因子をあわせ持った状態をいいます。 

この危険因子を併せ持った状態は、動脈硬化を進行さ

せ、心臓病や脳卒中などを発症させる危険性がかなり

高くなることがわかりました。 

 
 
平成１８年度の生活習慣病予防週間のスローガン

は、「ウエストのサイズダウンで健康アップ！」です。  
 あなたのウエストは何センチ？（男性８５センチ以上 女性 
９０センチ以上はメタボリック症候群の条件の一部です。） 
生活習慣病の多くは自覚症状がないのが特徴です！ 
今月の保健師コーナー（「健康大切に」）記載内容を

お読みいただき、できることからまず始めてみません

か？   
 目標、ウエスト 

マイナス５センチ！！

厚生労働省副大臣も自ら生活

習慣改善に取り組んでいま

す！！（詳しくは厚生労働省ホ

ームページをご覧下さい。） 

○メタボリックシンドロームを防ぐポイントは、食生活の改善・運動習慣・禁煙です 

体を動かして 

い い汗かこ う

よ!! 



（
12
月
届
出
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

氏 
 

名 
  
 
 

保
護
者
名 

《
名
瀬
地
区
受
付
》 

長 
 

樹
莉
（
じ
ゅ
り
） 

 

誠
和 

福
田 

笑
心
（
に
こ
） 

 
 

寛
之 

池
田 

 

愛
（
ま
な
） 

 
 

正
樹 

入
来 

治
斗
（
は
る
と
） 

 
治
幸 

平 

響
志
朗
（
き
ょ
う
し
ろ
う
）
竜
則 

隈
元 

保
孝
（
や
す
た
か
） 

保 

盛 

蒼
太
郎
（
そ
う
た
ろ
う
）
孝
輔 

鶴
田 

龍
之
介
（
り
ゅ
う
の
す
け
）
正
輝

重
吉 

遥
斗
（
は
る
と
） 

 

道
忠 

岡
本 

煌
理
（
き
ら
り
） 

 

昭
宏 

佐
々
木 

奏
（
お
と
） 

 
 

睦 

窪
田 

柚
音
（
ゆ
ず
ね
） 

 

真
一
郎 

岩
切 

 

蓮
（
れ
ん
） 

 
 

理
沙 

師
玉 

胡
子
（
こ
こ
） 

 
 

和
浩 

一
森 

瑞
貴
（
み
ず
き
） 

 

伸
一
郎 

米
田 

純
優
（
じ
ゅ
ん
ゆ
う
）
拓
也 

赤
ち
ゃ
ん 

 

日 曜 コンサ－ト・催物 開演時間等 料金等 主  催 

３ 土
名瀬市民合唱団 

「第２１回定期演奏会」 

開場 18：30 

開演 19：00 

大 人  500 円

小中高生 300 円

名瀬市民合唱団 

  ℡ 62－3400（久野） 

10 土
2007AMAMI 市美展 開会式 

2007AMAMI 市美展 表彰式 

開式 14：00 

開式 15：00 
関 係 者 

10

～

18

土

～

日

2007AMAMI 市美展  

（作品展示） 

9：00～18：00 

初日 14：00～

最終日～17：00

一  般  200 円

高校生以下 無料

奄美市教育委員会 

(文化スポーツ振興課) 

  ℡ 52－1111（内 727） 

11 日

平成 18 年度 第 1 回 

「いきいき奄美っ子活動表彰・ 

発表大会」 

受付 13：00 

開会 13：30 
無   料 

奄美市教育委員会(生涯学習課) 

  ℡ 52－1111（内 725） 

16 金
平成 18 年度 第 1 回 

奄美市学校保健研究会 

受付 13：00 

開会 13：30 
関 係 者 

奄美市教育委員会(学校教育課) 

  ℡ 52－1111（内 723） 

18 日 フリーマーケット 9:00～15:00 一万人広場 
名瀬フリーマーケット市民の会 

  ℡ 53－3507（稲井） 

24

～

25

土

～

日

文化センター講座 

アート習作展 
9:00～18:00 無   料 

奄美文化センター 

  ℡ 54－1211 

24

～

25

土

～

日

公民館まつり 

（公民館講座作品展示） 
9:00～18:00 無   料 

25 日
生涯学習講座閉講式 

公民館まつり（舞台発表） 

開式 13：30 

開演 14：10 
無   料 

奄美市名瀬公民館 

  ℡ 52－1816 

※主催者の都合により、開演時間入場方法等が変更になることがあります。 

お問合わせは，それぞれの主催者へお願いいたします。 

〒894－0036 鹿児島県奄美市名瀬長浜町５１７番地 奄美振興会館 TEL 54－1211 FAX 52－6852 

《名瀬地区》 
行  事 日時・受付時間 場   所 対   象   

乳児健診 2/9(金) 13:00～13:15 保健センター 平成18年10月生 

７ヵ月児健診 2/13(火) 9:30～10:30 保健センター
平成18年6月16日生～

平成18年7月15日生 

1 歳 6 ヵ月児健診 2/16(金) 13:00～13:15 保健センター 平成17年8月生 

3 歳 5 ヵ月児健診 2/15(木) 13:00～13:15 保健センター 平成15年9月生 

フッ素塗布   市内歯科医院
平成17年2月生  
平成16年8月生  
平成16年2月生 

母子健康相談 
のびのびっこ広場 

2/14(水) 19:30～11:00 保健センター
 市内に住む 
  子どもとその親 

歯科健康相談 2/20(火) 19:30～10:00 保健センター 市内に住む子ども 

はつらつ 

健康相談 
2/8(木) 13:30～14:00 保健センター 一般市民 

基本健康診査 2/8(木) 8:30～9:00 保健センター
40歳以上の市民 

（未受診者対象） 

《住用地区》 
行  事 日時・受付時間 場   所 

4 ヵ月児・7ヵ月児相談 

1歳6ヵ月児・3歳児健診 
2/6（火） 13:15～13:30 住用公民館 

歯科検診・フッ素塗布 2/6（火） 13:45～14:00

住用公民館 

対象： 平成17年2月生 

平成16年8月生 

平成16年2月生 

《笠利地区》 
行  事 日時・受付時間 場   所 

4 ヵ月児・7ヵ月児相談 14:30～15:00 ふれ愛の郷多目的ホール

1歳6ヵ月児・3歳児健診 
2/21（水） 

13:30～14:00 ふれ愛の郷多目的ホール

歯科検診・フッ素塗布 2/8（木） 13:30～14:00

ふれ愛の郷多目的ホール

対象： 平成17年2月生 

平成16年8月生 

平成16年2月生 

母子健康相談 2/6（火） 10:00～ ふれ愛の郷多目的ホール

(9)                                                                       奄美市だより 平成 19 年 ２月号 
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連絡先：健康増進課 ℡52-1111（内線 682、684、686、685） 

 

奄美法律相談センター（※要電話予約）
２～３月相談日のお知らせ 
● 派遣相談（名瀬総合支所） 
・2/8（木） 大倉 克大 弁護士 ・2/22（木） 新倉 哲朗 弁護士 
・3/8（木） 高橋 広篤 弁護士 ・3/22（木） 堂免 修 弁護士 
● テレビ電話相談（名瀬総合支所←TV電話→県弁護士会） 
・2/15（木） 西村 徹 弁護士 
・3/15（木） 折田 健市郎 弁護士 
【問合せ先】奄美市役所市民課 市民生活係 

電話：52-1111（内線 715・716） 

 
 
 
問題をよく読んで、３つの答えの中から正しいものを選び、ハガキに書

いてお送りください。 
①メタボリックシンドロームの条件のひとつは、ウエスト何センチ以上？ 
（ヒント８ページ） 
Ａ－男性 80cm・女性 85cm Ｂ－男性 85cm・女性 90cm  
Ｃ－男性 90cm・女性 95cm 
②名瀬公民館の新着図書で、鎌田實さんの本は『がんばらない』と、もう一

冊は？（ヒント４ページ） 
Ａ－『なげださない』 Ｂ－『にげださない』 Ｃ－『あきらめない』 
③犯罪を減少させる効果があるのは、何色の街灯？（ヒント５ページ） 
Ａ－赤色 Ｂ－青色 Ｃ－オレンジ色 
■応募方法 
 ハガキに答え（例 ①－Ａ）、住所、氏名、年齢、性別、電話番号と市政

に対するご意見、面白い話などがありましたら、書き添えてください。 
 全問正解者の中から抽選で１人に日本エアーコミューター往復優待券

（5割引）、10人に 500円の図書券をプレゼントします。 
■あて先 〒894-8555 奄美市名瀬幸町２５-8 

奄美市役所「広報クイズ」係 
■締め切り 2 月 15 日（木）消印有効 
■１月号の正解 ①－Ｃ②－Ｃ③－Ａ（71 通中 69 通正解） 
  抽選で下記の方々が当選しました。おめでとうございます。 
●日本エアーコミューター往復優待割引券（1 人） 
山崎 美月さん（名瀬仲勝） 

●500 円の図書券（10 人） 
岩下明奈さん（住用町山間）、豊田ヤエさん（笠利町辺留）、山口百音さん

（名瀬芦花部）、松下志功さん（名瀬仲勝町）、南まりこさん（名瀬柳町）、

福淳子さん（名瀬柳町）、円堂千恵子さん（名瀬朝戸）、赤塚悦男さん（名

瀬有屋町）、山本トモ子さん（姶良町）、與相子さん（名瀬浦上町） 
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０
０
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。
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で
第
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平成 18 年度笠利公民館講座合同閉講式 
日時：平成 18 年 2 月 18 日（日） 

場所：太陽が丘総合体育館 

受付：午後 1：00～  午後 1：30 開式 

内容：講座生の作品展示・舞台発表 

※多くの方の参加をお待ちしております。 

「男女共同参画社会学」入門講座４ 
少子高齢化と男女共同参画についてのＱ＆Ａ 

 
Ｑ：「少子高齢化の進む日本社会が活力を維持するためには、男女共同参画

社会の実現が必要」って聞きました。これはどういうことですか？ 
Ａ：少子高齢化が進むと、若い世代の割合が減り、高齢者の割合が増えて

いきます。 
働いてお金を稼いだり税金を納めたりして社会を維持する費用を負担す

る人々が減るのに、他の人が稼いだお金や年金などで生活する人々が増え

ていく。つまり、社会全体として、収入は減るのに、出費はますます増え

ていくという事態が起こっているのです。 
これから先、社会の活力を維持していくためには、より多くの人々が働

いて社会を維持する費用を負担していく必要があるのです。 
 
Ｑ：なるほど。だから女性にも働いてもらおうというわけですね。 
Ａ：これまでの社会は、主に若い男性の賃金と彼らが払った税金で、女性

と子どもと高齢者の生活をまかなうというものでした。 
でも、これからは、若い男性の働きだけではとても社会を支えられません。 
そこで、高齢者がより長く働き続けることに加えて、より多くの女性が

働くことが期待されているのです。 
 
Ｑ：女性の就労が期待されているのはわかりました。でも、私は専業主婦

でいたいんだけどなあ。 
Ａ：男女共同参画社会は、専業主婦という生き方を否定するわけではあり

ません。働きたいけど働けない女性たちが働ける環境を整備しようとして

いるのです。 
総務省の調査によれば、現在、働く女性の割合は、20 代と 40 代では約

7割、出産や子育てに追われる 30代では 6割弱です。ところが、これに「事
情が許せば働きたい」人を加えると、働く意思を持っている女性は、20代
から 40 代の約 8 割にものぼります。これらの、働きたいけど働けない女
性たちの労働力に期待が寄せられているのです。 
 
Ｑ：でも、これ以上女性が働きに出たら、ますます少子化が進みませんか？ 
Ａ：女性の就労が、常に少子化を招くとは限りません。 
欧米には、25～34歳の女性の就業率が日本より高いのに、出生率も日本よ
り高いという国がいくつもあります。環境さえ整えば、女性の就業率と出

生率をともに上げることが可能なのです。 
今後は、労働時間をもっと自由に選択できたり、出産や育児による休業

がその後の仕事の不利にならないような労働条件の整備が望まれます。 
同時に、育児の責任を女性のみに押しつけるのではなく、男性も積極的

に育児に参加し、それを地域や社会全体でサポートしていくことが重要で

す。それが結局は社会の活力に結びつくのです。 

―
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詠
―
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） 
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父 哲志、母 成子（有屋町）

掲載を希望される方は、お気軽にご連

絡ください。広報係（内線 311） 

奄美市だより 平成 19年 2月号                                               (10) 

―愛し子へ― 
宇都 翔大

しょうだい

ちゃん (h18.1.5 生れ)

 

公開シンポジウム「古代・中世の境界領域― 

キカイガシマの位置付けをめぐって－」 

日時：平成 19 年 2 月 10 日（土）・11 日（日）・12 日（月） 

第 1 日目（奄美大会）2月 10 日（土）10：00～17：00 

会場：奄美市中央公民館 

・基調講演（60 分）「南島研究の学史整理」（仮）…鈴木 靖民（國學院大學） 

・基調報告（30 分）「喜界島城久遺跡群の調査」… 澄田 直敏（喜界町教育委員会）

・研究発表（各 30 分） 

①「日本古代国家と南島，琉球」………………………………山里 純一（琉球大学）

②「文献史学からみた中世のキカイガシマ」…永山 修一（ラ・サール学園高等部）

③「滑石製石鍋の流通と琉球列島」………………鈴木 康之（広島県立歴史博物館）

④「考古学からみる太宰府と南島」……………中島 恒次郎（太宰府市教育委員会）

⑤「考古学からみた喜界島」…………池畑 耕一（鹿児島県立埋蔵文化財センター）

・シンポジウム 

第 2 日目（喜界島大会）2月 11 日（日）13：00～17：00 

会場：喜界町自然休養村管理センター 

・基調講演（60 分）「古代・中世のキカイガシマ」…………村井 章介（東京大学） 

・報  告（20 分）「奄美大会の報告」 

・研究発表（喜界島研究の展望と課題）（各 25 分） 

①「古代の奄美・沖縄諸島と国際社会」…………………田中 史生（関東学院大学）

②「持躰松遺跡の調査と出土遺物」……………宮下 貴浩（南さつま市教育委員会）

③「奄美諸島の考古学と喜界島」………………………高梨 修（奄美市教育委員会）

④「九州国立博物館と奄美諸島」・・・・・・赤司 善彦（九州国立博物館） 

第 3 日目（2月 12 日（月））9：00～13：00 

喜界島遺跡巡検および資料見学 

主催：文部科学省科学研究費特定領域研究「中世考古学の総合的研究」C01－4 班 

（代表：池田榮史） 

共催：奄美市教育委員会，喜界町教育委員会 

後援：奄美市，喜界町 

協力：喜界町観光協会，喜界町文化協会，喜界島郷土研究会，きばろう会 

※入場参加料：無料（ただし，発表資料は有料頒布） 

※問合せ先 

 琉球大学法文学部考古学研究室（℡：098-895-8270） 

奄美市立奄美博物館（℡：0997-54-1210） 

喜界町中央公民館（℡：0997-65-0229） 

平成 18 年度生涯学習講座 

名瀬・住用地区合同閉講式 
◆生涯学習受講生の学習成果をぜひご覧ください。 
《生涯学習講座名瀬・住用地区合同閉講式並びに舞台発表》 
日時：平成 19 年 2 月 25 日（日）13:30～17:00 
場所：奄美文化センターホール 
《生涯学習講座作品展示》 
日時：平成 19 年 2 月 24 日(土)・25 日（日）9:00～17:00 
場所：奄美文化センターホワイエ 
《文化センター講座習作展》 
日時：平成 19 年 2 月 24 日(土)・25 日（日）9:00～17:00 
場所：奄美文化センターギャラリー 
◆あなたも「生涯学習」やってみませんか！ 
平成 19 年度受講生募集については「奄美市だより 4月号」に掲載
します。 

創作体験教室「人物画講座」について 
日時：2月 24 日(土)・25 日(日) 9:30～16:30 
講師：西健吉先生（県美展審査員、二科会会員） 
対象：高校生以上、約 30 名 
場所：奄美パーク田中一村記念美術館 
参加料：無料 
申し込み方法：電話・ＦＡＸ等での申込み 
問合せ先 
奄美パーク・田中一村記念美術館（担当前村）℡0997－55－2635 



 
 
 
 
 
  

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

次
の
方
か
ら
奄
美
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
笠

利
総
合
支
所
へ
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
芳

名
を
記
載
し
誠
意
を
表
し
ま
す
。 

○
大
赦
静
一
様
（
笠
利
２
区
） 

亡
妻
セ
ツ
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封 

○
與 

哲
雄
様
（
和
野
） 

亡
母
矢
壽
子
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封 

○
山
岡
泰
壽
様
（
用
） 

亡
母
麗
子
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封 

○
屋 

美
佐
男
様
（
佐
仁
２
区
） 

亡
母
イ
ク
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封 

○
佐
藤
京
子
様
（
用
安
） 

亡
夫
寛
司
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封 

○
白
畑
武
美
様
（
城
間
） 

亡
母
教
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封 

○
箕
輪
イ
サ
様
（
宇
宿
） 

亡
夫
忠
榮
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封 

○
泉 

敏
久
様
（
外
金
久
） 

亡
父
義
治
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封 

○
畠 

義
廣
様
（
外
金
久
） 

亡
母
シ
ゲ
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封 

○
南 

利
典
様
（
川
上
） 

亡
母
カ
ツ
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封 

○
鬼
塚
孝
弘
様
（
里
） 

亡
母
千
恵
子
様
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封 

( 11 )                                            奄美市だより 平成 19年 2月号 

笠 利 総 合 支 所 か ら 

ふるさとの学舎    大島北高 86 

 

「本物の舞台芸術体験事業」 

 2月に文化庁主催の京都フィルハーモニ
ー室内合奏団による芸術鑑賞会が開催さ

れます。これに先駆けて、年の瀬も押し迫

った 12 月 27 日（水）、5 名の団員の方々
が来校され、本校吹奏楽部とのワークショ

ップが行われました。 

 吹奏楽部の生徒達は団員の方々の専門

に合わせて、フルート、トランペット、ク

ラリネット、トロンボーン、打楽器の 5つ
の班に分かれて指導を受けました。当日の

演奏曲の注意点や演奏のコツなど細かい

点まで指導していただきました。生徒達か

らは「普段の練習にはない緊張感を味わっ

た」「音の響き方が全然違った」「迫力が

あった」などの感想が聞かれ、貴重な経験

となりました。楽器の演奏指導のほかにも

映画音楽を手がけた経験や講演会などの

仕事の話、進路の相談など知らない世界の

話をいろいろとしてくださり、「思ってい

たより親しみやすく、お話がとてもおもし

ろかった」と夢が広がったようでした。最

後に体育館でミニコンサートを開いて腕

前を披露してくださいました。 

１、目的 

本市において農業経営を希望するものに、農業に関する基礎的技術及び知識を

修得させるための各種研修を実施し、将来本市の中核的農家として自立できる人

材を育成することを目的とする。 

２、募集人員：2名 

３、申込期限：平成 19 年 2 月 28 日（水）まで申請書提出 

４、研修資格 

①農業を職業として選択し、かつ施設園芸を希望する者で、自主的努力を基本

に就農意欲が高いと認められる者 

②本市に住所を有し、研修後も本市において農業に従事できる普通自動車運転

免許を有する者 

③地域社会と融和し、中核的な担い手として地域の発展に寄与できる者 

④概ね 18 歳から 55 歳以下の健康な者で、施設園芸新規参入・新規就農希望者

⑤自己資金等の条件が整っており、農地の確保が見込まれる者 

⑥身元保証人が２名いる者 

５、研修期間 

平成 19 年 4月から 2年間（予定） 

６、研修内容 

本市の重点振興品目であるパッションフルーツ等の栽培実践研修、農業基

礎講義による栽培理論研修、農業経営及び流通研修、その他自立に向けた各

種研修 

７、研修助成金 

研修実績により日額 4,500 円を支給する。 

   （生産物の販売収入は市の収入とする。） 

８、研修時間 

午前８時 30 分から午後５時まで。 

 

問合せ先 

奄美市笠利営農支援センター     TEL 0997-56-1085 

奄美市笠利総合支所産業振興課  TEL 0997-63-1111 

平成 19 年度奄美市笠利営農支援センター 

営農研修生募集 

○日時・場所：平成19年2月6日（火）開演13:30 終演15:00予定 大島北高校体育館 
○団体：「京都フィルハーモニー室内合奏団」（35人程度） 
○内容曲目 
オペラ「フィガロの結婚」序曲、交響曲第6番「田園」第1楽章、オペラ「ファルスタッフ
」より「そよ風に乗って」、交響組曲「パリ」 
・吹奏楽部とのジョイント 
・バイオリン体験コーナーウィリアムテル序曲リベルタンゴ（タンゴ）踊り明かそう（ソ

プラノ）等 

本校体育館での演奏になりますが、鑑賞希望の方は、開演５分前までに本校へ

おいでください。なお、できるだけ公共の交通機関をご利用ください。 

平
成
19
年
成
人
式 

新
成
人
者
の
門
出
を
祝
う
式
が
1
月
5
日
（
金
）
82
人
の

う
ち
74
人
が
参
加
し
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
大
人
の
仲
間
入
り
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。 

式
典
は
「
道
の
島
太
鼓
」
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
始
ま

り
、
平
田
隆
義
市
長
（
朝
山
毅
助
役
代
読
）
は
「
社
会
人
の

一
員
と
し
て
誇
り
と
責
任
を
持
ち
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地

域
に
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

新
成
人
の
意
見
発
表
で
は
窪
田
千
洋
さ
ん
（
佐
仁
）
里
淳

平
さ
ん
（
辺
留
）
、
川
口
恵
美
奈
さ
ん
（
万
屋
）
開 

情
さ
ん

（
中
金
久
）
の
4
人
が
「
今
日
か
ら
は
大
人
の
仲
間
入
り
。

責
任
あ
る
行
動
を
取
り
た
い
。」
と
決
意
や
両
親
へ
の
感
謝
を

表
し
ま
し
た
。 

式
後
に
は
「
節
田
う
ぎ
ブ
ギ
バ
ン
ド
」
や
同
年
代
の
「
デ

ュ
オ
・
ｄ
ｏ
ｋ
ｉ
ｄ
ｏ
ｋ
ｉ
」
の
演
奏
な
ど
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。 

2 月行事予定 
01 日（木）春季火災予防週間（７日まで）

05 日（月）生活保護支給日 

06 日（火）母子相談 

07 日（水）歯科検診 

14 日（水）ふれ愛会 

16 日（金）笠利地区小・中学校音楽発表

会 

18 日（日）公民館講座合同閉講式 

21 日（水）母子検診 

23 日（金）第２回定例農業委員会 

24 日（土）スポーツ少年団お別れ大会 

16 日（金）（ソフトボール） 

28 日（水）ふれ愛会 

お詫びと訂正 
先月号の 11ｐ、藤田 晶
さんの写真が誤りでした。

訂正してお詫びいたし

ます。 

最優秀賞 藤田 晶さん 

開 情さん

川口恵美奈さん里 淳平さん 

窪田千洋さん 

大島紬姿の成人者（会場の様子）



長
寿
は
町
の
誇
り

奄美市だより　平成 19 年 2 月号 （12）

１
月
５
日
中
金
久
に
お
住
ま
い
の

川
口
重
庸
さ
ん
が
満
百
歳
を
迎

え
、
同
日
、
朝
山
助
役
と
い
き
い
き

健
康
課
の
関
係
職
員
が
敬
老
祝
い

金
50
万
と
証
書
を
贈
呈
し
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。
朝
山
助
役
の
祝
福
の

言
葉
に
川
口
さ
ん
は
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
」
と
笑
顔
で
答
え
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
10
日
（
水
）

に
は
土
盛
に
お
住
ま
い
の
富　

武
雄

さ
ん
が
満
百
歳
を
迎
え
同
日
、
祝
い

金
と
証
書
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
朝

山
助
役
が
「
ま
す
ま
す
元
気
で
長
寿

を
重
ね
て
く
だ
さ
い
。
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
か
け
る
と

「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
」
と
は
っ
き
り
と
し
た
口
調
で
お

礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

祝
い
金
制
度
は
、
旧
笠
利
町
で
昭

和
60
年
に
制
定
さ
れ
た
敬
老
祝
い

金
条
例
に
基
づ
き
祝
い
金
並
び
に

記
念
品
の
贈
呈
を
行
っ
て
い
た
も
の

で
、
合
併
後
も
当
分
の
間
笠
利
町
に

限
定
し
て
引
き
継
が
れ
ま
す
。

川
口
さ
ん
は
明
治
40
年
１
月
５

日
生
の
44
人
目
、
富
さ
ん
は
明
治

40
年
１
月
10
日
生
の
45
人
目
に
な

り
ま
す
。

満百歳の富 武雄さん

漁協初セリの様子

青果市場初セリの様子

長
寿
は
町
の
誇
り

紬の日

新成人のつどい名瀬漁協・中央青果初セリ

川
口
重
庸
�
�
�
中
金
久
�

富　

武
雄
�
�
�
土
盛
�

�
敬
老
祝
�
金
贈
呈

ま ち の 話 題
名瀬

住用

笠利
町の人気者

　１月３日、 奄美体験交流館で、 平成１９年住用町成人式が行
われ、 色鮮やかな振袖や大島紬、 スーツ姿の新成人３５名が
晴れて大人の仲間入りをしました。 成人式では、 式辞、 祝辞
のあと今年成人を迎えた３５名が 「将来は島に帰って仕事をした
い」 などそれぞれ自分の抱負を発表し、 時折会場をわかせた
和やかな式典となりました。

　１月５日、 紬の日には AiAi
広場で鏡割り、 島唄ライブ、
大島紬ショーなどのイベント
が行われ、 会場には約３００
人の市民が詰めかけました。

　１月５日、 文化センターにて名瀬地

区の成人式が行われました。

　１月５日、 名瀬漁協と中央青果にて初セリが行われ、 今年一年の豊富

を願って威勢のいい掛け声が響き渡りました。

　

１
月
９
日
～
14
日
ま
で
、
奄
美
体
験
交
流
館
で
、
昨
年
に
引
き
続

き
全
日
本
女
子
柔
道
強
化
合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
宿
に
は
選
手
、

役
員
を
合
わ
せ
63
名
が
参
加
し
、
13
日
に
は
柔
道
教
室
が
開
催
さ
れ
、

約
100
名
の
選
手
が
島
内
外
か
ら
参
加
し
、
全
日
本
女
子
柔
道
の
選
手

た
ち
と
練
習
や
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

祷　獅音ちゃん
平成 18 年 2 月 10 日
省吾 （里）

浜崎 大治郎ちゃん
平成 18 年 2 日 22 日
由香里 （辺留）

南  海琉澟ちゃん
平成 18 年 2 月 23 日
実貴洋 （佐仁１区）

いのり　しおん

みなみ   みるり

はまさき　だいじろう

満一歳になりました。 こどもは町の宝、 みんなでこ
の子たちに誇れる町づくりに努めましょう。

●

● ●
●

● ●
●

● ●
● ●

●

● ●
●

● ●
●

● ●

● ●
●

全
日
本
女
子
柔
道
強
化
合
宿住用町成人式

今
年
、
奄
美
市
で
は
736
人
が
新
成
人
と
な
り
ま
す
。

満百歳の川口重庸さん
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